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上勝中学校と小松島西高等学校勝浦校の交流

交流による地域活性化



五
月
五
日
、
八
重
地
名
主
催
に
よ

る
高
丸
山
大
祭
が
開
催
さ
れ
、
山
の

神
を
ま
つ
り
、
登
山
の
安
全
を
お
祈

り
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
悪
天
候
の
た
め
、
御
輿

の
練
り
歩
き
が
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
地
元
有
志
者
に
よ
る
、
ア
メ

ゴ
の
塩
焼
・
雑
炊
な
ど
の
出
店
や
か

み
か
つ
里
山
倶
楽
部
主
催
の
ガ
イ
ド

付
き
登
山
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

高
丸
山
大
祭

高
丸
山
大
祭

上勝中学校と小松島西高等学校勝浦校交流上勝中学校と小松島西高等学校勝浦校交流

小
松
島
西
高
等
学
校

勝
浦
校
よ
り
、
上
勝
町

の
花
﹁
リ
ン
ド
ウ
﹂
の

ポ
ッ
ト
苗
、
約
七
百
個

を
、
寄
贈
頂
き
ま
し
た
。

満100歳満100歳満100歳

佐
々
木
定
子
さ
ん

︵
正
木
︶
は
、
五
月

一
日
め
で
た
く
満
百

歳
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

定
子
さ
ん
は
、
五

月
三
日
に
月
ヶ
谷
温

泉
﹁
月
の
宿
﹂
で
、

ご
親
族
一
同
に
よ
り

開
催
さ
れ
た
お
祝
い

会
の
席
に
お
い
て
、

慶
祝
訪
問
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

花
本
町
長
よ
り
、

県
と
町
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
祝
い
状
と
記
念

品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

佐々木定子さん

おめでとうございます！おめでとうございます！

笑顔で賞状を受け取られる定子さん

五
月
十
六
日
に
小
松
島
西
高
等

学
校
勝
浦
校
に
お
い
て
、
恒
例
と

な
っ
て
い
る
上
勝
中
学
生
と
勝
浦

校
生
の
交
流
学
習
が
行
わ
れ
ま
し

た
。今

回
は
、
上
勝
中
学
三
年
生
十

一
人
、
勝
浦
校
か
ら
は
園
芸
福
祉

科
二
年
生
八
人
が
参
加
し
、
さ
し

木
実
習
を
通
し
て
の
交
流
と
な
り

ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
勝
浦
校
の
教
職
員

の
方
に
さ
し
木
の
方
法
を
教
わ
っ

た
後
は
、
主
に
二
人
一
組
と
な
り
、

上
勝
町
の
花
リ
ン
ド
ウ
や
サ
ツ
キ

ツ
ツ
ジ
、
観
葉
植
物
ア
イ
ビ
ー
の

新
芽
を
使
っ
て
さ
し
木
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
ま
し
た
。

最
初
こ
そ
、
手
つ
き
も
会
話
も

ぎ
こ
ち
な
か
っ
た
も
の
の
、
時
間

と
と
も
に
和
気
あ
い
あ
い
と
手
際

の
良
い
作
業
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

約
一
時
間
の
実
習
で
し
た
が
、

上
勝
中
学
三
年
生
の
片
山
雄
斗
さ

ん
は
、﹁
僕
は
初
め
て
の
さ
し
木

だ
っ
た
け
ど
、
勝
浦
校
の
人
た
ち

が
優
し
く
教
え
て
く
れ
た
の
で
よ

く
わ
か
り
ま
し
た
。
と
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。﹂
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。
郡
内
の
高
校
の
様
子
を

知
る
、
い
い
機
会
に
も
な
っ
た
よ

う
で
し
た
。
　
　
　
上
勝
中
学
校

上勝町の花「リンドウ」のポット苗寄贈上勝町の花「リンドウ」のポット苗寄贈
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個人優勝

団体優勝

優勝した「ＳＴＡＰ」

第
三
十
六
回
彩
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
は
、
五
月
十
八
日
に

福
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

十
八
チ
ー
ム
、
五
十
四
人
が
参

加
し
、
接
戦
の
末
、
あ
や
め
チ
ー

ム
が
団
体
優
勝
し
、
個
人
の
部
で

は
東

末
子
さ
ん
が
優
勝
さ
れ
ま

し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

︵
敬
称
略
︶

  

団
体
の
部

︵
得
点
︶

優

勝

あ
や
め

︵
百
三
十
九
︶

峯
下
良
子
、飯
原
力
、東

末
子

準
優
勝

さ
く
ら
ん
ぼ︵
百
四
十
︶

第
三
位

あ
じ
さ
い︵
百
四
十
一
︶

  

個
人
の
部

︵
得
点
︶

優

勝

東

末
子

︵
四
十
一
︶

準
優
勝

武
田
ミ
サ
ヱ︵
四
十
四
︶

  

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞︵
順
不
同
︶

田
中
久
子
、東

末
子
、中
田
陽
子
、

引
地
恵
美
子
、福
本
久
美
子

  

ニ
ア
ピ
ン
賞

立
川
拓
也
、中
田
陽
子
、

橋
詰
千
代
子
、森
長
文
惠

  

ブ
ー
ビ
ー
賞

福
本
力
丸

  

ホ
タ
ル
賞

竹
田
優
実

第
三
十
六
回 

彩
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
の
結
果

上
勝
町
体
育
協
会
主
催

一
位

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ

二
位

ち
ゃ
ち
ゃ
お

三
位

な
か
よ
し
２

最
優
秀
選
手
賞

             

横
田
正
和
さ
ん

四
月
二
十
八
日
、
勝
浦

川
漁
業
協
同
組
合
の
方
々

に
よ
っ
て
、
勝
浦
川
へ
稚

魚
鮎
約
二
千
五
百
キ
ロ
が

放
流
さ
れ
ま
し
た
。

六
月
十
五
日
に
は
、
鮎

漁
が
解
禁
さ
れ
ま
す
。

勝
浦
川
に

稚
魚
鮎
を
放
流

勝
浦
川
に

稚
魚
鮎
を
放
流

2014 美馬杯ソフトバレーボール大会

四
月
二

十
九
日
に

上
勝
町
青

年
会
主
催

に
よ
り
、

美
馬
杯
ソ

フ
ト
バ
レ

ー
ボ
ー
ル

大
会
が
、

上
勝
中
学

校
体
育
館

に
て
開
催
さ
れ
、

十
チ
ー
ム
に
よ
る

白
熱
し
た
試
合
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

参
加
者
の
笑
顔

が
は
じ
け
る
場
面

が
い
く
つ
も
見
ら

れ
、
ど
の
試
合
も

大
盛
り
上
が
り
で

し
た
。

ま
た
、
昨
年
に

引
き
続
き
、
理
学

療
法
士
が
身
体
を

癒
す
ト
レ
ー
ナ
ー

ブ
ー
ス
を
設
置
。

多
く
の
方
々
に
ご

利
用
い
た
だ
き
、

大
変
好
評
で
し
た
。
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基本理念 目的

上勝町持続可能な美しい まちづくり基本条例の概要まちづくり基本条例の概要
　
上
勝
町
は
新
し
い
ま
ち
の
か
た
ち
を
創
造
し
、
魅
力
あ

ふ
れ
る
美
し
い
上
勝
町
の
発
展
を
希
求
し
て
、
﹁
上
勝
町
持

続
可
能
な
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
﹂
を
制
定
し
、

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
し
て
い
ま
す
。
持
続

可
能
な
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
住
民
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

町の区域内に
居住する者

町民等及び町が、互いの
役割を尊重し、補完し合
いながら課題の解決等に
取り組む

上勝町内の
八重地名、市宇名、
田野々名、野尻名、

川西名、瀬津名、
福原名、傍示名、
藤川名、柳谷名、
福川名の各名。　

町民、町内で勤務する者、町内に土地、
又は建物等を有する者、事業者及び名　

町　民

協　働

町民等

自治組織

町内の11名
＝

町
が
名
を
支
援

上
勝
町
の
め
ざ
す
持
続
可
能
な
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
を
明

ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
推
進
を
図
る
こ
と
。

町
民
等
及
び
町
は
、
次
に
掲
げ
る
原
則
に
従
い
、
協
働
し
て
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
。
⑴
良
好
な
環
境
及
び
景
観
の
保
全
　
⑵
美
し
い
自
然
と

の
共
生
　
⑶
地
域
の
活
性
化
と
雇
用
の
確
保
　
⑷
情
報
の
発
信
と
交
流
の

拡
大
　
⑸
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
持
つ
人
づ
く
り
　
⑹
地
域
自
治
の
拡
充

条　　例

（町の責務）

町は、名が実施する課題の解決等の
取組を支援しなければならない。
町は、町民等からのまちづくりに有
効と認められる意見、要望、施策等
を町政に反映するよう努めなければ
ならない。
町は、個人の権利及び利益が侵害さ
れることのないように、個人情報を
保護するよう努めなければならない。

* 町長は、空き家の申出があった場
合は、Ｕ ･ Ｉターン者等の募集等
行い、希望者を当該名総代等に連
絡するとともに、当該希望者に一
定期間継続して集落生活をするた
めの事前生活体験を勧める。

* 町長は、前項の集落生活ができる
と確信した希望者を当該名の代表
者等に通知する。

* 町長は、町外へ遠距離通勤する後
継者を支援するよう努める。

(町の役割)

町は、名と連携し町民福祉の向上
のため、次の事項に取り組みます。
⑴ 教育の振興
⑵ 消防防災活動の推進
⑶ 環境保全活動の推進
⑷ 高齢者等の福祉の推進
⑸ 農林水産業の振興
⑹ 商工業の振興

(集落支援員等の設置)
町長は、名の推薦により、集落支援員を
置く。また、地域等の実情に精通した者、

地域づくりへの関心が高い者、地域等
の活性化に関し知見を有する者等の中

から、専任集落支援員を置く。

(職員の参加)
町職員は、美しい集落再生
プランの取組や集落活動を
理解し、積極的に参加する。

町支援

住民による看板設置
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上勝町持続可能な美しい まちづくり基本条例の概要上勝町持続可能な美しい

町長は、景観及
び農地等を保全
し、また快適な
住環境等を保つ
ために樹木等伐
採ガイドライン
を作成する。

（名の役割）
名は、課題の解決等を図るため、特に次
の事項に取り組みます。

⑴環境及び景観の保全　⑵町民等が所有
し、又は使用する土地及び建物等の適切
な管理　⑶空き家の登録並びに売買及び
貸借のあっせんに対する支援　⑷新規移
住者に対する支援　⑸後継者に対する支
援　⑹新規就農者に対する支援　⑺高齢
者等に対する支援　⑻農林水産業に対す
る支援　⑼鳥獣被害対策に対する支援　
⑽地域の伝統及び文化の保存⑾ふるさと
を愛しふるさとを活性化する人づくり　
⑿災害の予防、避難及び救助

名の集落を対象に美しい集落
再生プランを作成し、町長へ提出する。

名は、「日本で最も美しい村」連合の趣旨を理解し、誇りを
持って、先人が守り続けてきたそれぞれの集落全域の美しい
自然・景観等の保全や文化の継承に努める。名は、樹木等伐
採ガイドライン等を参考にし、美しい集落づくりに努める。

名は、上勝町ごみゼロ（ゼロ ･ ウェイスト）宣言を理解
し、発生する廃棄物の資源化及び再利用等、適正な処理
を行うため、ごみステーションへの集積に協力するよう
努めるとともに、ごみのない美しい集落づくりに努める。

名は、集落内に休耕地・
荒廃農地及び空き家等遊
休施設等が生じた場合は、
所有者等の意向を把握し、
当該所有者等が譲渡また
は貸借を望み、また、了
承した場合は町長に申し
出るものとする。

名は、集落の住民が共通意識を持ち、課題の解決
等に取り組みながら持続可能な美しいまちづくり
に努める。名は、集落再生実現のため各集落に応
じた体制をつくり、定例会等を通じてできること
から取り組むよう努める。

名は、集落を維持していくため、定着を望むＵ ･ Ｉター
ン者等の受入体制を整え、後継者の確保に努める。

名
（みょう）

住宅補助の支援

補助基準等

Ｉ・U・Ｊターン者で50歳
以下で５年以上定住する
者・住民登録が必要です。

空き家活用

・名より申し出のあるもの
・中古住宅購入費及び住宅改

修費の１/２以内で補助金
を交付　　　 100万円限度

（所有者に対して空き家整
理費の１/２以内で補助金
を交付　　　　10万円限度）

農家などの納屋など
空家の活用

・農家と同居
・住宅改修費の１/２以内で補

助金を交付　 100万円限度

新築住宅建築

・新築住宅工事費の１/２以
内で補助金を交付

100万円限度

（補助金の交付）
町長は、名が策定した美しい集落再生プラン

実行のための事業の経費について、既存の補助
事業で実施可能な事業を除き、上勝町美しい集

落再生プラン支援補助金を交付します。

名・集落に美しい集落
再生プラン支援補助金を交付

名の　　
取り組み

項　　　目 内　　　　容 備　　　　考

補 助 申 請 者

補　　助　　額

補 助 対 象
経 費 の 内 容

補 助 対 象 外
経 費 の 内 容

申請は年間一回限りとします。集落とは、町の行
政区集落によります。当初申請の変更は可能です。

再生プラン実行のための経費であること。
（軽トラ、草刈り機、チェーンソーなどの借り
上げは対象外とする。）

講師の謝礼及び費用弁償費、通信運搬費、
消耗品費、印刷製本費、借上料、原材料費

　町長は、上勝町持続可能な美しいまちづくり基本条例第８条（名の役割）の課題解決等
を図るために取り組む事業であるかを審査し補助額を決定します。ただし、当該会計年
度の補助金限度額は１申請あたり1,000,000円以内とします。

名の課題解決に向けた取り組みについて資金面において支援するものであるが、昨年度の人口減少は
近年において最も人口が減少しました。このことから、移住定住対策を実現できる取り組みを優先し
採択します。名の役割の⑴〜⑸を優先し支援します。

名単位または集落単位、集落単位の連携体

朝食、昼食、夕食など食事代、ジュース、ビール
などの飲み物代

工事請負費、委託料、食糧費、人件費、飲み物類等

対象経費
の 内 容

(審査基準）

お
問
い
合
わ
せ
先
　
企
画
環
境
課
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予算執行状況

平成25年度 下半期の財政状況（平成26年３月31日現在）

　上勝町財政事情の公表に関する条例の規定により、平成25年度下半期の予算執行状況を

次のとおり公表します。

1,332,459

109,378

167,434

35,408

9,644

3,635

6,295

5,264

600

26,756

2

2,273

1,699,148

2,204,567

210,530

307,829

70,011

18,889

5,004

12,528

10,391

960

36,266

3

2,277

2,879,255

66.4

73.0

86.1

66.0

67.6

15.5

75.9

68.4

34.8

87.8

0.4

59.9

68.3

一 般 会 計

国民健康保険

介 護 保 険

上勝町診療所

福 原 診 療 所

東地区簡易水道

西地区簡易水道

いっきゅう地区簡易水道

奨 学 資 金

後 期 高 齢 者

高 鉾 財 産 区

福 原 財 産 区

　 計 　

3,320,207

288,448

357,691

106,092

27,930

32,192

16,500

15,200

2,761

41,292

800

3,800

4,212,913

1,410,054

158,177

139,764

57,690

4,276

35,026

1,680

813

180

9,928

2

0

1,817,590

1,115,340

81,074

142,900

41,358

5,952

3,473

1,944

1,198

780

11,187

871

2,695

1,408,772

2,525,394

239,251

282,664

99,048

10,228

38,499

3,624

2,011

960

21,115

873

2,695

3,226,362

76.1

82.9

79.0

93.4

36.6

119.6

22.0

13.2

34.8

51.1

109.1

70.9

76.6

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

872,108

101,152

140,395

34,603

9,245

1,369

6,233

5,127

360

9,510

1

4

1,180,107

歳　　　　　　入
 歳　　　　　　出


収　　入　　済　　額 支　　出　　済　　額

上半期分 下半期分 計 収入率 上半期分 下半期分 計 支出率

予算額

区　分

会計別

１ 個人住民税均等割税額の改正

　東日本大震災の教訓を踏まえた緊急防災・減殺事業を推進するために、平成26年度か

ら平成35年度までの各年分の個人住民税の均等割の税率が年額1,000円（県民税500円、

市町村民税500円）引き上げられます。

２ 給与所得控除の改正（給与所得控除の上限設定）

　現行の給与所得控除では、給与収入に応じて控除額も増加していく仕組みとなってお

り、上限がありませんでしたが、その年中の給与等の収入金額が1,500万円を超える場

合の給与所得控除額については245万円の上限が設けられ、平成26年度分以後の個人住

民税について適用されます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 税 務 課

均　　等　　割 改　　正　　前 改 　 　 正 　 　 後

町　　民　　税

県　　民　　税

合　　　計

３，０００円

１，０００円

４，０００円

３，５００円

１，５００円

５，０００円

平成26年度　個人住民税の主な改正について

（単位：千円、％）
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協力隊協力隊おこし地 域 活動報告

新 

田 

勝 

憲

笑
顔
・
あ
り
が
と
う
・

そ
し
て
・
展
示
会
開
催

㈱
も
く
さ
ん
が
管
理
し
て
い
る

﹁
く
る
く
る
ハ
ウ
ス
﹂
を
活
用
し

て
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
普
及
啓

発
な
ど
施
策
支
援
に
な
る
こ
と
を

願
い
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活

動
と
し
て
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を

計
画
し
ま
し
た
。

最
初
に
行
っ
た
イ
ベ
ン
ト
は
、

薪
ス
ト
ー
ブ
を
体
験
す
る
宿
泊
プ

ラ
ン
を
立
て
ま
し
た
。
上
勝
町
は

四
月
中
旬
か
ら
五
月
初
旬
朝
夕
は
、

ま
だ
ま
だ
寒
さ
が
残
る
時
期
で
あ

り
ま
す
の
で
、
五
月
の
連
休
を
利

用
し
た
薪
ス
ト
ー
プ
宿
泊
体
験
に

二
組
の
ご
家
族
が
参
加
体
験
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
杉
シ
バ
を
準

備
し
種
火
か
ら
薪
が
燃
え
る
ま
で

を
、
二
組
の
家
族
で
二
日
間
宿
泊

体
験
を
し
て
い
た
だ
き
、
薪
ス
ト

ー
ブ
で
の
温
も
り
、
ま
た
徳
島
県

産
材
を
利
用
し
た
、
く
る
く
る
ハ

ウ
ス
の
木
の
温
も
り
も
併
せ
て
体

験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

薪
ス
ト
ー
ブ
に
火
を
入
れ
る
と

い
う
初
め
て
の
体
験
を
し
、
﹁
興

奮
し
ま
し
た
﹂
と
言
っ
て
い
た
だ

き
、
お
帰
り
の
際
に
は
ご
家
族
よ

り
笑
顔
で
あ
り
が
と
う
の
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
特

に
幼
稚
園
児
よ
り
笑
顔

で
あ
り
が
と
う
の
言
葉

に
は
、
胸
が
熱
く
な
る

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

永
い
間
、
私
は
﹁
笑
顔
﹂

と
﹁
あ
り
が
と
う
﹂
を

忘
れ
て
い
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
皆
さ
ま
は

い
か
か
で
し
ょ
う
か
。

秋
に
は
、
も
う
一
度

薪
ス
ト
ー
ブ
宿
泊
体
験

イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
よ
り

徳
島
中
央
森
林
組
合
上

勝
支
所
に
場
所
を
提
供

し
て
い
た
だ
き
ゴ
ー
ヤ
・
グ
リ
ン

ピ
ー
ス
で
緑
の
カ
ー
テ
ン
の
活
動

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ネ
ッ

ト
を
外
さ
ず
二
年
目
に
入
り
本
年

は
、
ヘ
チ
マ
な
ど
で
緑
の
カ
ー
テ

ン
活
動
を
行
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト
を

毎
回
取
り
外
す
こ
と
な
く
作
業
を

簡
単
に
コ
ス
ト
を
下
げ
る
事
を
確

立
し
ま
し
た
。
こ
の
方
法
を
取
り

上
げ
て
い
た
だ
き
、
広
め
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

展
示
会
開
催

徳
島
県
産
材
需
要
促
進
活
動
の

一
環
と
し
て
㈱
も
く
さ
ん
の
木
工

製
品
約
五
十
点
及
び
上
勝
町
の
特

産
品
な
ど
を
徳
島
市
立
木
工
会
館

で
五
月
十
四
日
か
ら
六
月
一
日
ま

で
行
い
ま
し
た
。
町
外
で
住
居
を

構
え
て
い
る
方
々
が
故
郷
の
香
り

に
慕
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
来

年
度
も
徳
島
県
産
材
需
要
促
進
及

び
地
域
活
性
化
の
一
環
と
し
て
行

っ
て
い
き
ま
す
。

百 
野 

大 

地

昨
年
九
月
に
地
域
お
こ
し
協
力

隊
に
就
任
し
て
か
ら
、
﹁
い
ろ
ど

り
晩
茶
生
産
組
合
﹂
と
し
て
催
し

事
業
の
販
売
支
援
に
力
を
入
れ
て

き
ま
し
た
。
と
く
し
ま
マ
ル
シ
ェ

を
は
じ
め
、
鳴
門
市
、
徳
島
市
、

石
井
町
と
県
内
は
も
ち
ろ

ん
、
十
一
月
に
は
京
都
で

開
か
れ
た
﹁
茶
源
郷
祭
り
﹂

に
も
出
展
し
、
Ｐ
Ｒ
範
囲

を
広
げ
て
い
き
ま
し
た
。

ま
た
、
初
め
て
の
試
み

と
し
て
、
東
新
町
に
あ
る

﹁
シ
ェ
ア
バ
ー
﹂
を
一
日

お
借
り
し
て
、
阿
波
晩
茶

の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を

開
き
、
晩
茶
の
試
飲
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
試
飲
さ

れ
た
方
々
の
中
に
は
い
ろ

ど
り
晩
茶
、
上
勝
晩
茶
を

愛
飲
し
て
い
る
方
が
大
半

で
、
今
後
は
晩
茶
に
加
え

上
勝
の
農
産
物
な
ど
も
取

り
そ
ろ
え
、
定
期
的
に
開
催
す
れ

ば
、
十
分
、
上
勝
町
の
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
成
り
立
つ
の
で

は
な
い
か
と
、
手
ご
た
え
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

い
ろ
ど
り
晩
茶
生
産
組
合
を
取

り
上
げ
た
徳
島
新
聞
に
加
え
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
番
組
に
よ
り
﹁
上
勝
晩
茶
の

ふ
り
か
け
﹂
を
取
り
上
げ
て
い
た

だ
き
、
徳
島
県
内
に
お
け
る
﹁
い

ろ
ど
り
晩
茶
﹂
の
認
知
度
も
加
速

度
的
に
広
が
り
、
売
上
の
増
額
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。
四
月
中
旬
に

は
、﹁
い
ろ
ど
り
晩
茶
生
産
組
合
﹂

の
茶
葉
の
在
庫
が
底
を
尽
き
か
け
、

町
内
多
く
の
晩
茶
農
家
さ
ん
に
ご

理
解
い
た
だ
き
、
補
充
を
し
た
と

い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

現
在
も
売
り
上
げ
は
、
上
昇
傾

向
に
あ
り
ま
す
が
、
上
勝
晩
茶
の

材
料
を
い
か
に
確
保
し
て
い
く
か

が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
上

勝
晩
茶
農
家
さ
ん
と
の
連
携
強
化

と
新
規
生
産
組
合
員
の
募
集
な
ど

を
支
援
、
推
進
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

ま
た
、
加
工
作
業
に
お
い
て
も

ア
ル
バ
イ
ト
の
募
集
な
ど
の
情
報

を
発
信
し
、
い
ろ
ど
り
晩
茶
生
産

組
合
の
体
制
づ
く
り
に
支
援
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

とくしまマルシェ

展示会の様子（徳島市立木工会館）
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ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
宣
言

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
宣
言

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
宣
言

二
〇
二
〇
年
達
成
に
向
け
て

二
〇
二
〇
年
達
成
に
向
け
て

二
〇
二
〇
年
達
成
に
向
け
て

■ 平成24年　　■ 平成25年

処理費用 支出
（単位：千円）

焼却・埋立費 リサイクル費 合 計

資源売払 収入
■ 平成24年　　■ 平成25年

金属類 紙類 布類 リサイクル瓶 合 計

（単位：千円）

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
ス
ト

勉
強
会
開
催

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
ス
ト

勉
強
会
開
催

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
ス
ト

勉
強
会
開
催

４月のごみ収集量

◎焼却ごみ

　【前月比】

　一家庭に換算すると

◎容器包装以外のプラスチック製品

　【前月比】

　一家庭に換算すると

4.89t

1.07t減

5.8kg

1.28t

0.54t減

1.5kg

引き換えは、ひだまりまで。

☎44−6080

今月の当選番号は! ! ポイントカード
作成

随時受付中！

今月の雑紙ポイントキャンペーン当選者

１等（5,000円分商品券）

　２等（2,000円分商品券）

　３等（500円分商品券）

210番

276・279番

167・357番

　平成25年度の処理費用は、焼却量が前年度に比べ約54％削減したことによ

り、全体で約289万円削減できました。

　また、資源売り払いによる収入は、前年度に比べ49万円増加しました。

　ごみの削減、資源化にご協力いただきありがとうございました。

資源としてお金になるのは、

金属類、紙類、布類、リ

サイクル瓶の４種類です。

金属類は約16万円の増収、

紙類は約52万円の増収、

布類は約６万円の減収、

リサイクル瓶は約13万

円の減収となりました。

費用が削減できた理由として、ふとんやマ

ット、畳を固形燃料にリサイクルし始めた

こと、焼却灰の削減により埋立処理費用が

削減されたこと、また雑紙ポイントキャン

ペーンにより、焼却ごみから紙類が減って

いることなどが考えられます。

ごみ処理費用報告平成25年度

1,766 1,782

567

27 21 33 20

619

2,393 2,442

8,120

1,125

2,427

9,245

6,359

3,932

﹁
京
都
の
町
で
ご
み
学
習
﹂

子
供
に
も
分
か
り
や
す
い
！

日
本
を
代
表
す
る
町
に
、

ご
み
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
こ
と

を
学
び
に
行
こ
う
。

●

日
程

六
月
二
十
九
日
㈰

●

行
程

八
時

上
勝
町
出
発

十
二
時

京
都
市
着
・
昼
食

十
三
時

リ
メ
イ
ク
雑
貨

研
修

十
五
時

京
エ
コ
ロ
ジ
ー

セ
ン
タ
ー
研
修

十
八
時

京
都
市
出
発

二
十
二
時

上
勝
町
着

●

料
金
昼
食
・
夕
食
代

三
千
円
程
度

●

お
申
し
込
み
締
め
切
り
日

六
月
二
十
日
㈮

●

お
申
し
込
み
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
ス
ト
ア
カ
デ
ミ
ー

☎
四
四
ー
六
〇
八
〇
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七
月
一
日
、｢

平
成
二
十
六
年

経
済
セ
ン
サ
ス
ー
基
礎
調
査
﹂

及
び
﹁
平
成
二
十
六
年
商
業
統

計
調
査｣

が
一
体
的
に
全
国
一

斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

経
済
セ
ン
サ
ス
ー
基
礎
調
査

は
、
日
本
国
の
産
業
分
野
に
お

け
る
事
業
所
及
び
企
業
の
基
本

的
構
造
を
全
国
及
び
地
区
別
に

明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
各

種
統
計
調
査
の
実
施
の
た
め
の

母
集
団
情
報
を
整
備
す
る
こ
と

を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。
商
業

統
計
調
査
は
、
日
本
国
の
商
業

の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
商
業

に
関
す
る
施
策
の
基
礎
資
料
を

得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施

し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
二
つ
の
調
査
は
、

政
府
の
重
要
な
調
査
で
あ
り
統

計
法
に
基
づ
い
た
報
告
義
務
の

あ
る
調
査
で
す
。
規
定
さ
れ
た

目
的
以
外
に
使
用
さ
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

調
査
結
果
は
、
国
の
施
策
や

地
域
の
産
業
振
興
、
交
通
対
策
、

防
災
対
策
な
ど
様
々
な
ま
ち
づ

く
り
対
策
の
重
要
な
基
礎
資
料

と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

県
よ
り
任
命
を
受
け
た
調
査

員
が
調
査
に
伺
い
ま
す
の
で
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先
　
総
務
課

800

700

600

500

400

300

200

100

0

60

50

40

30

20

10

0
４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

視察来町状況（人数・件数）（人数） （件数）

平成25年度人数

平成25年度件数

地域別視察者

視察内容

地職住  1％
千年の森  1％
もくさん  0％
廃校利用  2%

　棚田  1%
　１Ｑ  2%

彩
53%

ごみ
21%

木質 10%

北海道  4%
東北  2%
中部  3%

関東
6%

関東
6%

関西
32%

中国
17%

四国
28%

海外  3%
九州・沖縄  5%

平成26年経済センサス－基礎調査及び商業統計調査に

　　　　　ご協力をお願いいたします。

彩
産
業
、
ゼ
ロ
・
ウ
ェ

イ
ス
ト
政
策
、
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
⋯
と
全
国
か
ら
注

目
を
集
め
て
い
る
上
勝
町
。

二
十
五
年
度
の
視
察
来

町
者
は
二
千
五
百
四
十
一

名
、
件
数
は
二
百
十
六
件

と
な
っ
て
お
り
、
四
国
、

関
西
を
中
心
に
全
国
各
地

か
ら
来
町
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
海
外
か
ら
も
視

察
者
が
来
ら
れ
て
お
り
、

世
界
か
ら
注
目
を
集
め
て

お
り
ま
す
。

視
察
来
町
者
を
受
け
入

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
町
内

で
宿
泊
や
昼
食
を
と
っ
て

い
た
だ
い
た
り
、
お
土
産

に
椎
茸
や
ポ
ン
酢
な
ど
を

買
っ
て
い
た
だ
い
た
り
と
、

町
内
の
お
店
の
利
用
や
特

産
品
の
販
売
に
繋
が
っ
て

お
り
ま
す
。


今
後
も
視
察
が
特
産
品

販
売
促
進
や
宿
泊
客
増
加

な
ど
、
上
勝
町
の
活
性
化

に
繋
が
る
よ
う
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。


お
問
い
合
わ
せ
先産

業
課

特区  4%

その他
5%

その他
5%

25年度の視察来町者数　2,541名25年度の視察来町者数　2,541名
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毎
年
五
月
三
十
一
日
は
﹁
世
界

禁
煙
デ
ー
﹂
、
六
月
六
日
ま
で
は

﹁
禁
煙
週
間
﹂
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
﹁
タ
バ
コ
税
の

引
き
上
げ
を
﹂
で
し
た
。
﹁
タ
バ

コ
税
を
上
げ
る
こ
と
で
喫
煙
率
を

下
げ
よ
う
﹂
と
い
う
世
界
中
の
思

い
が
あ
り
ま
す
。
日
本
で
は
﹁
タ

バ
コ
の
煙
の
な
い
社
会
を
﹂
と
い

う
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
子

供
た
ち
の
未
来
を
﹁
タ
バ
コ
の
煙

の
な
い
社
会
﹂
に
し
た
い
も
の
で

す
ね
。

﹁
禁
煙
﹂
は
、
と
て
も
難
し
い
。

﹁
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
﹂
と
い
う
病

気
だ
か
ら
。
タ
バ
コ
を
吸
っ
て
ニ

コ
チ
ン
が
脳
に
達
す
る
と
、
頭
が

ス
ッ
キ
リ
す
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

体
内
か
ら
ニ
コ
チ
ン
が
消
え
て
い

く
と
、
イ
ラ
イ
ラ
し
て
落
ち
着
か

な
く
な
る
。
だ
か
ら
次
の
タ
バ
コ

を
吸
い
た
く
な
る
。

い
っ
た
ん
﹁
依
存
症
﹂
に
な
っ

て
し
ま
う
と
、
離
脱
す
る
こ
と
は

難
し
い
の
で
す
。
み
ん
な
、
体
に

悪
い
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
。
す

べ
て
の
ガ
ン
の
三
分
の
一
は
、
タ

バ
コ
が
原
因
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

他
に
も
、
肺
気
腫
や
心
筋
梗
塞
な

ど
、
苦
し
い
タ
バ
コ
病
を
引
き
起

こ
す
こ
と
を
知
っ
て
い
る
の
で
、

﹁
や
め
た
い
﹂
と
思
っ
て
い
る
人

は
多
い
は
ず
。
そ
れ
な
の
に
禁
煙

で
き
な
い
。
﹁
依
存
症
﹂
か
ら
抜

け
出
す
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
の

で
す
。

で
も
、
初
め
の
一
本
目
を
吸
わ

な
け
れ
ば
、
そ
ん
な
苦
労
を
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
﹁
タ
バ
コ

を
や
め
る
こ
と
は
難
し
い
﹂
け
ど
、

﹁
吸
い
は
じ
め
な
い
こ
と
は
簡
単
﹂

で
す
よ
ね
。
子
供
た
ち
が
タ
バ
コ

を
吸
い
は
じ
め
な
い
た
め
に
、
大

人
た
ち
が
環
境
づ
く
り
を
考
え
ま

し
ょ
う
。

子
供
を
乗
せ
た
車
の
中
で
、
親

が
タ
バ
コ
を
プ
カ
プ
カ
⋯
そ
ん
な

光
景
を
み
る
と
、
と
て
も
悲
し
く

な
り
ま
す
。
そ
れ
は
子
供
に
対
す

る
一
種
の
﹁
虐
待
﹂
で
す
。
子
供

に
は
、
親
の
タ
バ
コ
の
煙
を
防
ぎ

よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
受
動
喫
煙

に
よ
っ
て
、
気
管
支
喘
息
や
中
耳

炎
、
副
鼻
腔
炎
な
ど
を
引
き
起
こ

す
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
受
動
喫
煙
で
も
﹁
ニ
コ
チ

ン
依
存
症
﹂
の
よ
う
な
状
態
に
な

り
ま
す
。
子
供
の
イ
ラ
イ
ラ
の
原

因
を
、
親
が
つ
く
り
だ
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
の
で
す
。

子
供
た
ち
を
タ
バ
コ
の
害
か
ら

守
る
た
め
に
、
﹁
防
煙
と
分
煙
﹂

の
環
境
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

知

得

知

得

っ
て

す
る

健
康
情
報

健
康
の

に
な
ろ
う

達
人
達
人
達
人

防
煙
教
育 :

吸
い
は
じ
め
な
い
！

分
煙 :受

動
喫
煙
を
防
ご
う
！

木

下

英

孝

193

上
勝
町
診
療
所

所
長

大

往

生

幸
せ
の達

人
に
な
ろ
う

幸
せ
の達

人
に
な
ろ
う

み
な
さ
ん
は
Ὶ
家
族
を

大
往
生

で
看

取
ℕ
た
経
験
が
あ
り
ま
す
か
Ί
み
な
さ
ん
自

身
も

大
往
生

し
た
い
で
す
か
Ί


往
生

と
は
Ὶ

現
世
を
去
ℕ
て
Ὶ
仏
の

浄
土
に
生
ま
れ
る
こ
と


極
楽
浄
土
に
往

ℕ
て
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と

と
い
う
仏
教
の

言
葉
で
す
Ί


大
往
生

と
は
Ὶ

少
し
の
苦
し
み
も
な

く
安
ら
か
に
死
ぬ
こ
と


立
派
な
死
に
方

で
あ
る
こ
と


天
寿
を
全
う
し
て
老
衰
で

死
ぬ
こ
と

と
い
う
意
味
で
Ὶ
多
く
の
人
が


私
も
あ
ん
な
ふ
う
に
逝
き
た
い


あ
や
か

り
た
い

と
思
う
よ
う
な
理
想
的
な
最
期
で

す
ね
Ί

大
往
生
す
る
た
め
に
は
Ὶ
し
ℕ
か
り
生
き

き
る
こ
と
Ὶ
天
寿
を
全
う
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
Ί
天
寿
と
い
え
る

老
衰

は
Ὶ
栄
養

も
水
分
も
足
り
な
く
な
ℕ
て
徐
々
に
衰
弱
し

て
い
く
状
態
で
す
Ί
本
人
は
苦
し
く
な
く
Ὶ

枯
れ
る
よ
う
な
最
期
を
迎
え
ら
れ
ま
す
Ί

過
剰
な
医
療
は
安
ら
か
な
死
を
妨
げ
ま
す
Ί

摂
生
し
て
大
病
せ
ず
に
長
生
き
し
て
Ὶ
余
計

な
医
療
を
受
け
な
け
れ
ば
Ὶ
き
ℕ
と
大
往
生

で
き
ま
す
Ί
私
自
身
も
大
往
生
し
た
い
の
で
Ὶ

多
く
の
人
の
大
往
生
を
支
え
て
い
き
た
い
と

願
ℕ
て
い
ま
す
Ί

子
供
と
タ
バ
コ

0120-24-8174
24時間　  や ま い な しフリーダイヤル

上勝町無料電話健康相談
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特
定
健
康
診
査
は
、
医
療
保
険

毎
に
健
診
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

重
大
な
合
併
症
や
循
環
器
疾
患

に
つ
な
が
る
糖
尿
病
な
ど
の
生
活

習
慣
病
の
予
防
や
療
養
の
た
め
の

検
診
で
す
。
治
療
中
の
方
も
ぜ
ひ
、

お
受
け
く
だ
さ
い
。

■
国
民
健
康
保
険
の
方
へ

国
保
に
加
入
の
四
十
歳
か
ら
七

十
四
歳
ま
で
の
方
が
対
象
で
す
。

■
国
保
以
外
の
保
険
の
方
へ

社
会
保
険
な
ど
の
扶
養
家
族
で
、

四
十
歳
〜
七
十
四
歳
の
方
が
対
象

で
す
。
住
民
課
へ
お
名
前
と
受
診

日
、
場
所
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

当
日
、
受
診
券
を
必
ず
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

・
基
本
的
な
健
診

︵
千
円
︶

身
体
計
測
・
血
圧
・
検
尿
・
血

液
︵
脂
質
・
糖
・
腎
機
能
・
肝

機
能
︶・
診
察
な
ど

・
詳
細
な
健
診

医
師
が
必
要
と
認
め
た
者

︵
心
電
図･

眼
底･

貧
血
︶

■
検
診
内
容
と
負
担
金

・
胃
部
Ｘ
線
検
診

︵
九
百
円
︶

バ
リ
ウ
ム
を
飲
み
写
真
を
撮
る

・
肺
が
ん
︵
結
核
併
用
︶
検
診

胸
部
Ｘ
線
検
査

︵
二
百
円
︶

胸
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
撮
影

た
ん
の
検
査

︵
五
百
円
︶

た
ば
こ
本
数
が
多
い
人
な
ど
の
み

・
大
腸
が
ん
検
診

︵
五
百
円
︶

便
潜
血
反
応
、
二
日
法

・
肝
炎
検
診

︵
六
百
円
︶

今
ま
で
に
肝
炎
検
診
を
受
け

て
な
い
方
︵
血
液
で
検
査
︶

・
前
立
腺
検
診

︵
千
円
︶

五
十
歳
以
上
の
男
性
︵
血
液

で
検
査
︶

・
歯
科
相
談

︵
無
料
︶

歯
科
衛
生
士
に
よ
る
歯
と
歯

茎
の
相
談

・
腹
部
超
音
波
検
査

︵
二
千
円
︶

腹
部
に
超
音
波
を
当
て
、
肝

臓
・
胆
の
う
・
す
い
臓
・
腎
臓

な
ど
に
異
常
が
な
い
か
を
調
べ

ま
す
。

な
お
、
時
間
が
か
か
る
検
査

な
の
で
、
先
着
三
十
名
ま
で
と

な
り
ま
す
。

学
校
や
職
場
健
診
の
対
象
で
な

い
三
十
九
歳
以
下
の
若
い
あ
な
た
！

生
活
習
慣
病
予
防
は
、
四
十
歳
か

ら
で
は
、
遅
い
！
二
十
〜
三
十
代

か
ら
定
期
健
診
を
受
け
て
、
予
防

を
考
え
ま
し
ょ
う
。
こ
の
機
会
に
、

ぜ
ひ
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
内

容
は
特
定
健
診
と
同
じ
で
す
。

こ
の
際
﹁
ヤ
ン
グ
健
診
﹂
と
ご

指
定
く
だ
さ
い
。

今
月
初
め
に
送
付
す
る
特
定
健

診
ま
た
は
が
ん
検
診
の
お
勧
め
の

往
復
葉
書
に
あ
る
返
信
部
分
の
申

込
書
を
記
入
し
て
、
ま
た
は
お
電

話
に
て
、
受
診
予
定
日
の
約
一
カ

月
前
ま
で
に
場
所
・
検
査
項
目
な

ど
を
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問
診
票
が
健
診
機
関
か
ら
送
付

さ
れ
る
の
で
、
名
簿
が
早
く
必
要

に
な
り
ま
す
。
お
早
め
に
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

総
合
健
診
を
受
け
よ
う
！

特
定
健
康
診
査

が
ん
検
診
そ
の
他

ヤ
ン
グ
健
診

千
円

特
定
健
診
の
結
果
を
お
返

し
し
て
、
血
液
検
査
な
ど
の

状
況
を
ご
説
明
す
る
﹁
結
果

説
明
会
﹂
を
、
約
一
カ
月
後

に
予
定
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

健
診
結
果
説
明
会

お
申
し
込
み

内
容
︵
負
担
金
︶

こ
ん
に
ち
は

保
健
師

保
健
師
で
す
で
す

保
健
師

保
健
師
で
す
で
す

保
健
師
で
す

貯
筋
教
室

貯
筋
教
室

貯
筋
教
室

６月13日㈮

時間

六
月 

二
十
五
日
㈬

十
四
時
〜
十
六
時

と
こ
ろ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

とき

歯の健康相談会
　
費

五
百
円

　歯科衛生士による歯やお口の
相談です。

上勝町診療所の
○

肩
こ
り
・
腰
痛
・
膝
痛
が

あ
る
方
に
は
Ὶ
筋
力
を
つ

け
る
こ
と
が
大
切
！
誰

に
で
も
で
き
る
健
康
体

操
で
す
Ί

総合健診日程表

※受付時間：８時〜11時
※当日、保険証をご持参ください

健 診 日 場　　　所

７月10日㈭

７月18日㈮

７月24日㈭

８月22日㈮

コミュニティセンター

高 鉾 公 民 館

傍示定住センター

旭基幹集落センター

9時30分
  〜11時30分
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平
成
二
十
六
年
七
月
十
九
日

に
任
期
満
了
の
農
業
委
員
会︵
選

挙
に
よ
る
委
員
八
名
︶
の
選
挙

は
七
月
一
日
㈫
に
告
示
さ
れ
、

七
月
六
日
㈰
に
投
開
票
日
の
予

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

●

立
候
補
予
定
者
説
明
会

・
日

時

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
日
㈮

十
九
時
〜

・
場

所

役
場
本
庁
三
階
第
一
会
議
室

●

立
候
補
届
出
受
付

・
日

時

平
成
二
十
六
年
七
月
一
日
㈫

八
時
三
十
分
〜
十
七
時

・
場

所

役
場
本
庁
三
階
第
二
会
議
室

・
投
票
日

平
成
二
十
六
年
七
月
六
日
㈰

・
投
票
時
間

七
時
〜
二
十
時

■
お
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
内
選
挙
管
理
委
員
会

農
業
委
員
会

       

一
般
選
挙

今
年
度
も

経
営
所
得
安
定
対
策
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

   

制
度
の
内
容

○

畑
作
物
の
直
接
支
払
交
付
金

︵
麦
・
大
豆
・
そ
ば
・
な
た
ね
︶

○

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金

︵
戦
略
作
物
助
成
・
二
毛
作
助
成
・

耕
畜
連
携
助
成
・
産
地
交
付
金
︶

○

米
の
直
接
支
払
交
付
金

○

水
田
・
畑
作
経
営
所
得
安
定
対
策

︵
収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策
︶

■
お
問
い
合
わ
せ
先

中
国
四
国
農
政
局
徳
島
地
域
セ
ン
タ
ー

☎
〇
八
八
ー
六
二
二
ー
六
一
三
二

平
成
二
十
六

年
度
水
稲
実
施

計
画
の
受
付
を

行
い
ま
す
の
で
、

昨
年
度
実
施
計

画
を
さ
れ
て
い

な
い
方
で
、
今

年
度
提
出
さ
れ

る
方
は
六
月
十
一
日
㈬
ま
で
に
上
勝

町
産
業
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

産
業
課

愛
玩
鶏
ま
た
は

山
羊
、
い
の
し
し
等
を

飼
育

し
て
い
る
方
︵
小
規
模
飼
養
者
︶
へ
の

お
知
ら
せ

愛
玩
鶏
ま
た
は

山
羊
、
い
の
し
し
等
を

飼
育

し
て
い
る
方
︵
小
規
模
飼
養
者
︶
へ
の

お
知
ら
せ

家
畜
伝
染
病
発
生
予
防
の
た
め
に

は
、
家
畜
所
有
者
の
方
々
に
日
頃
か

ら
適
切
に
飼
養
衛
生
管
理
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
こ
で
、
家
畜
伝
染
病
予
防
法
が

改
正
さ
れ
、
全
て
の
家
畜
所
有
者
に

家
畜
飼
養
衛
生
管
理
基
準
の
遵
守
と
、

毎
年
、
そ
の
飼
養
し
て
い
る
家
畜
の

頭
羽
数
を
徳
島
県
知
事
に
報
告
す
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

報
告
対
象
者
は
、
次
の
家
畜
の
所

有
者
を
い
い
ま
す
。

牛
・
水
牛
・
馬
・
鹿
・
緬
羊
・
山

羊
・
豚
い
の
し
し
・
鶏
・
あ
ひ
る
・

う
ず
ら
・
き
じ
・
ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
・

七
面
鳥
・
だ
ち
ょ
う
を
一
頭

羽
で
も
飼
養
し
て
い
る
方

家
庭
、
公
園
な
ど
の
愛
玩
や
庭
先

飼
育
等

■
報
告
期
日

平
成
二
十
六
年
六
月
十
三
日
㈮
ま
で

■
提
出
先

・
徳
島
家
畜
保
健
衛
生
所

阿
南
支
所

・
上
勝
町
産
業
課

報
告
用
紙
は
、
上
勝
町
産
業
課

に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

徳
島
家
畜
保
健
衛
生
所

阿
南
支
所

☎
〇
八
八
四
ー
二
二
ー
〇
三
〇
四

FAX
〇
八
八
四
ー
二
二
ー
二
二
二
五

上
勝
町
産
業
課☎

四
六
ー
〇
一
一
一

案 内 板

六
月
は

土
砂
災
害
防
止
月
間
で
す

梅
雨
や
台
風
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
大
雨
の
時
に
、
﹁
が
け
崩
れ
﹂

や
﹁
土
石
流
﹂
が
発
生
す
る
恐
れ
が
高
ま
る
と
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
か
ら
﹁
土
砂
災
害
警
戒
情
報
﹂
が
放
送
さ
れ
ま
す
。

早
め
に
避
難
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
が
け
崩
れ
や
谷
川
に
異
常
を
感
じ
た
と
き
は
、
す
ぐ
に

役
場
建
設
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

建
設
課



13

11 12 13

午　　後

18 19 20

午　　後

25 26 27

午　　後

654

水 木 金

午　　後

（上勝町福原診療所）
電　話 46−0302
IP電話 050−3438−8001
FAX 46−0302医科受付　13時〜16時30分

月

9 11 12

16 18 19

23 25 26

6

13

20

27

30

火 水 木 金

午　前
医 科

歯　　科

午　後

午　前
医 科

医 科

医 科

歯　　科

午　後

午　前

歯　　科

午　後

午　前

歯　　科

午　後

医 科
午　前

歯　　科

午　後

６月担当医表

（上勝町診療所） 電　話 44−5010
IP電話 050−3438−7872
FAX 44−5011

医科受付　8時30分〜11時30分/14時〜16時30分
歯科受付　8時30分〜11時30分/13時〜16時30分

※10日午後は、木下医師は往診です。
※17日は、木下医師のみで担当します。
※24日午後は、樫原医師のみで担当します。

　10　※　

2 43 5

　17　※　

　24　※　

　障害者の支援、相談を受付けています。障

害者手帳の取得、補装具、住宅改修、居宅サー

ビスなどどんなことでもお手伝いいたします。

お気軽にお電話ください。

シーズ相談支援事業部 

☎ 0884-24-3366

障害者生活支援相談

毎週日曜日 7時30分〜14時

日比ヶ谷ごみステーション
廃タイヤ…１㎏まで毎に100円

家電製品……有料

廃タイヤ・廃バッテリーの収集
粗大ごみ・家電製品（テレビ・エ
アコン・洗濯機・冷蔵庫）の回収

毎週木曜日　19時〜21時

場所：役場支所

受講料無料
お申し込み・お問い合わせ

教育委員会（☎45−0111）

英 会 話 教 室

６月19日㈭  13時〜16時30分

高鉾公民館
　家庭内・近隣との悩みごとなどお気軽に
ご相談ください。

心 配 ご と 相 談

６月28日㈯ ９時〜正午
※毎月第4土曜日9時〜正午まで開催

小松島市総合福祉センター

登 記 無 料 相 談

今 月 の 納 税

納期限 平成26年６月30日㈪

町 県 民 税 １期分

固 定 資 産 税 １期分

督促状の出るもの

　納期限は６月２日㈪でしたが、まだ
未納の方が見受けられます。未納者には、
６月20日㈮に督促状を送付します。
　早急に納めてください。

木下・樫原

樫　原

木下・樫原

木　下

木下・樫原

樫　原

木下・樫原

樫　原

木下・樫原

木　下

木　下

木　下

住　吉

木　下

木　下

住　吉

木下・樫原

樫　原

木下・樫原

木　下

木　下

木　下

木　下

木　下

休　診

木下・樫原

樫　原

木下・樫原

木　下

木　下

木　下

住　吉

木　下

木　下

木　下

木　下

木　下

木　下

木下・樫原

樫　原

木　下

木　下

木下・樫原

木下・樫原

木　下

木　下

木　　下

木　　下

樫　　原木　　下

樫　　原木　　下

樫　　原

樫　　原
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こ
の
た
び
、
Ｉ
Ｐ
電
話
・
携
帯
電
話

の
普
及
に
よ
り
Ｎ
Ｔ
Ｔ
公
衆
電
話
を
休

止
し
ま
す
。

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
よ
ろ

し
く
願
い
し
ま
す

○

回
線
を
休
止
す
る
施
設

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

高
鉾
公
民
館

傍
示
定
住
セ
ン
タ
ー

上
勝
中
学
校
体
育
館

福
原
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

旭
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

○

Ｉ
Ｐ
の
電
話
番
号

高
鉾
公
民
館

〇
五
〇
ー
三
四
三
八
ー
九
三
二
九

傍
示
定
住
セ
ン
タ
ー

〇
五
〇
ー
三
四
三
八
ー
七
三
七
〇

福
原
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

〇
五
〇
ー
三
四
三
八
ー
八
二
三
〇

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

〇
五
〇
ー
三
四
三
八
ー
八
四
一
二

旭
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

〇
五
〇
ー
三
四
三
八
ー
七
二
九
七

利用期限は
８月31日㈰までです

お持ちの方はお早めにご利用ください。

■お問い合せ先
　上勝町商工会　☎ 46−0108
　　　　　　　　　I P050−3438−9280

阿波とくしま商品券

完売しました。

上
勝
町
営
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

○

乗
降
に
つ
い
て

運
行
路
線
上
に
限
り
停
留
所
以
外

で
も
乗
り
降
り
が
で
き
る
﹁
フ
リ
ー

乗
降
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
上
勝

町
内
に
限
り
ま
す
。

下
車
の
際
は
、
交
差
点
付
近
や
急

カ
ー
ブ
、
道
路
の
狭
い
場
所
な
ど
、

危
険
な
場
所
で
の
停
車
が
で
き
な
い

の
で
運
転
手
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
乗
車
の
際
は
、
時
間
に
余

裕
を
持
っ
て
バ
ス
の
進
行
方
向
左
側

の
安
全
場
所
で
待
機
し
、
バ
ス
が
近

づ
い
た
ら
早
め
に
大
き
く
手
を
降
っ

て
意
思
表
示
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○

お
問
い
合
わ
せ
先

上
勝
町
営
バ
ス
の

運
行
管
理
は
株
式
会

社
ジ
ャ
パ
ン
・
リ
リ

ー
フ
に
委
託
を
し
て

い
ま
す
。
運
行
上
の

お
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
、
左
記

へ
お
願
い
し
ま
す
。

株
式
会
社
ジ
ャ
パ
ン
・
リ
リ
ー
フ

高
松
営
業
所

☎
〇
八
七
ー
八
三
二
ー
五
二
二
七

障
が
い
の
状
況
や
遠
隔
地
で
あ
る

な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
障
が
い
者
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
に
直
接
来
所
で
き

な
い
方
を
対
象
に
、
相
談
会
を
行
い

ま
す
。

こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○

開
催
日

六
月
二
日
㈪

受
付 

十
四
時
〜
十
五
時

○

場

所

徳
島
赤
十
字
ひ
の
み
ね

総
合
療
育
セ
ン
タ
ー

○

相
談
科
目

整
形
外
科

○

相
談
内
容

・
身
体
障
が
い
者
の
補
装
具
費
の

支
給
︵
義
足
・
補
聴
器
な
ど
︶

を
受
け
た
い
。

・
身
体
障
が
い
者
福
祉
の
諸
制
度

に
つ
い
て
知
り
た
い
。

○

費

用

無
料

○

注
意
事
項

完
全
予
約
制
に
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、住
民
課︵
電
話
四
六
ー
〇

一
一
一
︶へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○

お
問
い
合
わ
せ
先

徳
島
県
障
が
い
者
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー

☎
〇
八
八
ー
六
三
一
ー
八
七
一
一

各
施
設
の

公
衆
電
話
の

取
り
外
し
に
つ
い
て

              

お
知
ら
せ

身
体
障
が
い
者
相
談
会
の
お
知
ら
せ

○

わ
な
猟

日
時

六
月
二
十
八
日
㈯

十
時
〜
十
六
時

○

第
一
種
銃
猟︵
散
弾
銃
︶・

第
二
種
銃
猟︵
空
気
猟
︶

日
時

六
月
二
十
九
日
㈰

十
時
〜
十
六
時

と
も
に
、講
習
会
場
所
に
つ
い
て

は
、徳
島
県
猟
事
務
所 

徳
島
市
南
仲

之
町
四
ー
十
八
。お
申
し
込
み
締
め

切
り
日
は
、
六
月
十
九
㈭
ま
で
。
講

習
費
用
は
、六
千
五
百
円
。

○

お
問
い
合
わ
せ
先

一
般
社
団
法
人
徳
島
県
猟
友
会
事
務
局

☎
〇
八
八
ー
六
二
三
ー
一
六
一
七

﹁
狩
猟
免
許
試
験
﹂

初
心
者
講
習
会
案
内

平成26年度
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喰田町営住宅

平間町営住宅

こ
の
た
び
、
喰
田
町
営
住
宅

な
ら
び
に
平
間
町
営
住
宅
に
お

い
て
三
戸
、
入
居
者
を
募
集
し

ま
す
。

町
営
住
宅
は
、
住
宅
に
困
っ

て
い
る
低
所
得
者
の
た
め
に
建

て
ら
れ
た
賃
貸
住
宅
で
す
。

町
単
独
住
宅
等
と
は
異
な
り
、

公
営
住
宅
法
や
上
勝
町
営
住
宅

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
等
に
よ
り
入
居
基
準
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

基
準
に
適
合
し
な
い
方
は
入
居

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

入
居
資
格
な
ど
を
ご
確
認
の

う
え
、
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
込
み
さ
れ
る
方
は
、

地
域
の
自
治
組
織
に
加
入
で
き

る
方
に
限
り
ま
す
。

   

募
集
住
宅
の
概
要

①
喰
田
町
営
住
宅

所
在
地

大
字
福
原
字
栩
ヶ

谷
八
十
一
番
地

構

造

木
造
二
階
建

︵
三
Ｌ
Ｄ
Ｋ
︶

入
居
対
象

世
帯

募
集
戸
数

二
戸

︵
一
ー
一
、二
ー
一
︶

②
平
間
町
営
住
宅

所
在
地

大
字
福
原
字
平
間

四
十
二
番
地
一

構

造

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
平
屋
建︵
一
Ｄ
Ｋ
︶

入
居
対
象

単
身

募
集
戸
数

一
戸
︵
一
〇
一
︶

   

入
居
申
込
受
付
期
限

六
月
二
日
㈪
〜
六
月
十
六
日

㈪
十
七
時
ま
で
︵
受
付
期
限
ま

で
に
、
お
申
し
込
み
が
な
か
っ

た
場
合
は
随
時
受
付
︶

   

入
居
申
込
が
で
き
る
資
格

①
町
内
に
住
所
又
は
勤
務
場
所

を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

②
同
居
す
る
親
族
︵
内
縁
関
係

に
あ
る
方
及
び
婚
約
者
を
含

む
︶
が
い
る
こ
と
。︵
喰
田
町

営
住
宅
︶

③
収
入
が
基
準
内
で
あ
る
こ
と
。

・
収
入
基
準

所
得
月
額
が
十
五
万
八
千

円
以
下
で
あ
る
こ
と

︵
高
齢
者
世
帯
、
障
が
い
者

世
帯
及
び
子
育
て
世
帯
は
二

十
一
万
四
千
円
︶

所
得
月
額
と
は
、
本
人
及

び
同
居
者
の
合
計
所
得
金
額

︵
経
費
控
除
後
の
金
額
︶
か

ら
諸
控
除
額
︵
同
居
親
族
控

除
、
障
が
い
者
控
除
等
︶
を

差
し
引
い
て
十
二
カ
月
で
割

っ
た
金
額
。

④
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る

こ
と
。

⑤
申
込
者
及
び
同
居
す
る
親
族

が
、
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
。

⑥
申
込
者
及
び
同
居
す
る
親
族

が
、
国
税
、
地
方
税
の
滞
納

を
し
て
い
な
い
こ
と
。

⑦
原
則
と
し
て
、
地
域
の
自
治

組
織
に
加
入
す
る
こ
と
。

   

家
賃
な
ど

①
家
賃入

居
さ
れ
る
世
帯
の
収
入

及
び
部
屋
に
よ
っ
て
、
毎
年
度
、

家
賃
の
変
動
が
あ
り
ま
す
。

二
万
円
〜
四
万
円
位
／
月

②
共
益
費

・
喰
田
町
営
住
宅

無
し

・
平
間
町
営
住
宅

五
千
五
百
円
／
月

   

お
申
し
込
み
方
法

役
場
建
設
課
も
し
く
は
役
場

支
所
に
あ
り
ま
す
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
い
た
だ

き
、
入
居
を
希
望
さ
れ
る
親
族

で
収
入
の
あ
る
方
全
員
及
び
連

帯
保
証
人
︵
二
名
︶
の
所
得
証

明
書
︵
平
成
二
十
五
年
度
︶
、

納
税
証
明
書
︵
平
成
二
十
五
年

度
︶
と
合
わ
せ
て
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

な
お
、
連
帯
保
証
人
の
二
名

は
保
証
能
力
の
あ
る
方
を
選
任

し
て
く
だ
さ
い
。

   

選
考
方
法

受
付
期
限
ま
で
に
複
数
の
申

込
が
あ
っ
た
場
合
は
、
上
勝
町

営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
、
同
施
行
規
則
に
よ

り
入
居
者
を
選
考
し
ま
す
。

   

注
意
事
項

町
営
住
宅
で
は
犬
猫
な
ど
の

ペ
ッ
ト
の
飼
育
は
禁
止
し
て
お

り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課

☎
四
六
ー

〇
一
一
一

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

喰

田

・

平

間
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◆
日
時

六
月
二
十
四
日
㈫

十
時
〜
十
五
時

◆
場
所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◆
内
容

︿
午
前
の
部
﹀

・
国
際
理
解
講
座

﹃
ヨ
ル
ダ
ン
で
の

二
年
間
を
振
り
返
っ
て
﹄

講
師

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

森
本
美
鶴
先
生

︿
午
後
の
部
﹀

・
趣
味
の
講
座

﹃
グ
リ
ー
ン
で

初
夏
の
お
部
屋
を
快
適
に
﹄

講
師

日
本
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー

協
会

広
野
カ
ズ
子
先
生

趣
味
の
講
座
の
﹁
寄
せ
植
え
﹂

は
材
料
費
の
一
部
と
し
て
、
一

人
五
百
円
を
ご
負
担
い
た
だ
き

ま
す
。

福
祉
バ
ス
は
八
重
地
を
八
時

三
十
分
に
出
発
し
、
福
川
を
九

時
二
十
分
に
出
発
し
ま
す
。

高
齢
者
教
室
は
年
齢
や
所
属

に
関
係
な
く
、
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

上
勝
町
教
育
委
員
会

☎
四
五
ー
〇
一
一
一

I P
〇
五
〇
ー

三
四
三
八
ー

七
三
一
一

第
２
回

高
齢
者
教
室
の
ご
案
内

上
勝
中
学
校
で
は
、
本
格
的

な
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
を
二
年

ぶ
り
に
開
催
し
ま
す
。
保
護
者

の
方
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
皆

さ
ま
の
参
観
を
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
来
校
く
だ
さ
い
。

○

日
時

六
月
十
三
日
㈮

九
時
四
十
分

〜
十
四
時
二
十
分

○

場
所

上
勝
中
学
校

○

お
問
い
合
わ
せ
先

上
勝
中
学
校

☎
四
六
ー
〇
〇
一
五

I P
〇
五
〇
ー

三
四
三
八
ー

七
四
五
七

※
詳
し
く
は
、
広
報
紙
の
折
り
込

み
チ
ラ
シ
も
し
く
は
、
上
勝
中

学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

上
勝
中
学
校  

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
開
催

上
勝
中
学
校  

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
開
催

上
勝
中
学
校  

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
開
催

●

日
時

六
月
七
日
㈯

十
三
時
〜
十
五
時

●

場
所

高
鉾
公
民
館

●

講
師

山
田
佳
子
氏︵
海
外
生
活
十
七
年
︶

●

対
象

英
語
に
関
心
の
あ
る
方

︵
親
子
参
加
も
Ｏ
Ｋ
！
︶

●

内
容講

師
の
山
田
氏
は
十
七
年
間
ア
メ
リ

カ
暮
ら
し
を
経
験
さ
れ
、
昨
年
帰
国
。

山
田
氏
と
一
緒
に
ア
メ
リ
カ
の
文
化
を

理
解
し
な
が
ら
、
楽
し
く
英
語
を
練
習

し
て
み
ま
せ
ん
か
？
。
日
常
生
活
で
使

う
言
葉
を
英
語
に
し
て
言
っ
て
み
よ
う
！

︵
英
検
を
考
え
て
い
る
方
も
、
会
話
の

訓
練
に
是
非
！
︶

●

日
時

六
月
十
四
日
㈯

十
九
時
〜
二
十
時
三
十
分

●

場
所

シ
ェ
ア
カ
フ
ェ
い
ち
じ
ゅ
の
か
げ

●

講
師

大
久
保
貴
寛
氏

︵
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
︶

●

内
容音

楽
を
通
し
て
子
ど
も
の
心
を
豊
か

に
し
、
自
信
を
つ
け
さ
せ
る
世
界
的
に

有
名
な
教
育
法
﹁
ス
ズ
キ
・
メ
ソ
ー
ド
﹂。

そ
の
指
導
者
で
あ
る
大
久
保
氏
は
全
国

各
地
に
招
か
れ
て
子
ど
も
た
ち
へ
の
指

導
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

演
奏
会
や
講
演
会
な
ど
全
国
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
大
久
保
氏
の
お
話
を
上
勝

町
で
聞
け
る
貴
重
な
チ
ャ
ン
ス
で
す
！

笑
い
あ
り
、
学
び
あ
り
。
聞
い
て
絶

対
後
悔
し
な
い
講
演
会
で
す
！

●

日
時

六
月
二
十
八
日
㈯

十
三
時
〜
十
四
時

●

場
所

高
鉾
公
民
館

●

対
象

小
学
四
年
生
〜
大
人︵
お
じ
い
ち

ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
大
歓
迎
︶

●

内
容大

人
も
子
ど
も
も
い
っ
し
ょ
に
学
ぼ

う
！
﹁
家
で
一
人
で
は
、
な
か
な
か
勉

強
が
進
ま
な
い
。﹂
と
い
う
人
や
、﹁
こ

れ
を
機
に
も
う
一
回
数
学
や
っ
て
み
よ

う
か
な
。
﹂
と
い
う
人
は
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
！
一
人
一
つ
の
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー

ド
を
使
っ
て
書
き
こ
み
な
が
ら
じ
っ
く

り
勉
強
で
き
ま
す
。
小
学
生
・
中
学
生

だ
け
で
な
く
も
う
一
度
勉
強
し
た
い
人

も
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。

︵
※
教
え
て
み
た
い
、
と
い
う
方
も
募

集
中
で
す
！
︶
締
め
切
り
は
、
六
月
十

五
日
㈰
ま
で
。

■
お
問
い
合
わ
せ

地
域
お
こ
し
協
力
隊 

宮

こ
こ
り

☎
〇
八
〇
ー
一
七
六
二
ー
八
二
三
六

かみかつ講座かみかつ講座

﹁
ア
メ
リ
カ
文
化
を

言
葉
か
ら
見
る
！
﹂

第
四
回
か
み
か
つ
学
習
会

﹁
子
ど
も
に
素
敵
な
環
境
を
。

今 

す
ぐ
に
大
人
達
が

      

で
き
る
こ
と
﹂︵
講
演
会
︶
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ご
縁
談
に
つ
い
て
相
談
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
結
婚
を
希
望
さ

れ
る
独
身
男
女
の
方
、
親
御
様
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日

時

六
月
十
五
日
①

十
時
Ό
十
二
時

■
場

所

高
鉾
公
民
館
一
階
会
議
室

■
相
談
員

か
み
か
つ

Ｑ
ぴ
っ
と
サ
ポ
ー
タ
ー 

二
名

■
お
問
い
合
せ
先

か
み
か
つ

Ｑ
ぴ
っ
と
事
務
局

︵
上
勝
町
教
育
委
員
会
内
︶　
☎
四
五
ー
〇
一
一
一

か
み
か
つ
Ｑ
ぴ
っ
と
結
婚
相
談
会

か
み
か
つ
Ｑ
ぴ
っ
と
結
婚
相
談
会

※
秘
密
及
び
個
人
情
報
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

平成26年度  上勝町体育協会主催行事予定（６月以降）

第
三
十
七
回

彩
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会

日

時

九
月
二
十
八
日
①

︵
予
備
日

十
月
五
日
㈰
︶

場

所

福
川
グ
ラ
ウ
ン
ド

各
種
団
体
別

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

日

時

七
月
十
六
日
㈬
・
十
七
日
㈭

︵
予
備
日

七
月
二
十
二
日
㈫
・
二
十
三
日
㈬
︶

場

所

福
川
グ
ラ
ウ
ン
ド

地
区
対
抗

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

日

時

八
月
五
日
③
・
六
日
④

場

所

上
勝
中
学
校
体
育
館

テ
ニ
ス
大
会

日

時

十
月
十
二
日
①

場

所

福
原
農
村
公
園
テ
ニ
ス
コ
ῴ
ト

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

日

時

十
月
二
十
六
日
①

場

所

上
勝
小
学
校
周
辺

ス
ポ
ー
ツ
教
室

日

時

七
月
に
予
定

場
所
及
び
詳
細
は
未
定

研    

修    

会

日

時

二
月
に
予
定

場
所
及
び
詳
細
は
未
定

※
日
程
な
ど
に
つ
い
て
は
、
変
更
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
参
加
申
込

方
法
や
大
会
要
項
に
つ
い
て
は
、

各
大
会
前
の
広
報
紙
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
の
で
、
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
込
み
締
切
日
以
後
の

受
付
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
早
め

に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
せ
先

上
勝
町
教
育
委
員
会

☎
四
五
ー
〇
一
一
一

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

日

時

十
一
月
十
六
日
①

場

所

傍
示
社
会
体
育
館

○

日
時

六
月
十
四
日
㈯

十
四
時
〜
十
六
時

︵
芸
術
文
化
協
会
総
会
終
了
後
︶

○

場
所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

二
階
ホ
ー
ル

○

上
映
内
容

﹃
ペ
コ
ロ
ス
の
母
に
会
い
に
行
く
﹄

原
作
は
、
長
崎
在
住
の
漫
画
家
・
岡

野
雄
一
の
エ
ッ
セ
イ
漫
画
。

深
刻
な
社
会
問
題
と
し
て
語
ら
れ
が

ち
な
介
護
や
認
知
症
。
で
も
、
主
人
公

の
ゆ
う
い
ち
は
こ
う
言
い
ま
す
。
ボ
ケ

る
こ
と
も
、
悪
か
事
ば
か
り
じ
ゃ
な
か

か
も
し
れ
ん
。
そ
ん
な
自
身
の
体
験
を

も
と
に
描
か
れ
た
認
知
症
の
母
と
の
何

気
な
い
日
常
が
、
多
く
の
共
感
と
感
動

を
呼
び
、
現
在
十
六
万
部
を
超
え
る
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
に
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
ま
っ

た
く
新
し
い
介
護
喜
劇
映
画
が
誕
生
し

ま
し
た
。

監
督
は
﹃
男
は
つ
ら
い
よ 

フ
ー
テ

ン
の
寅
﹄
な
ど
卓
越
し
た
人
情
喜
劇
で

映
画
フ
ァ
ン
を
唸
ら
せ
て
き
た
森
崎 

東
監
督
。
主
題
歌
に
は
、
作
品
に
感
動

し
た
と
い
う
歌
手
の
一
青
窈
が
主
題
歌

を
書
き
下
ろ
し
ま
し
た
。

○

出
演

赤
木
春
恵
・
岩
松
了

加
瀬
亮
・
原
田
貴
和
子

竹
中
直
人
・
宇
崎
竜
童

原
田
知
世 

ほ
か

○

監
督

森
崎
東

上
勝
町
芸
術
文
化
協
会
主
催   

★
★ 

映
画
上
映
会 

★
★
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児
童
手
当
を
受
給
さ

れ
て
い
る
方
が
、
引
き

続
き
児
童
手
当
を
受
け

る
た
め
に
は
、
児
童
の
状
況
な
ど
を
確
認

す
る
た
め
、
六
月
一
日
現
在
の
現
況
届
を

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
該
当
の

方
に
は
現
況
届
の
用
紙
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
六
月
三
十
日
㈪
ま
で
に
住
民
課
も
し

く
は
役
場
支
所
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。︵
郵

送
可
︶

現
況
届
を
提
出
さ
れ
な
い
と
六
月
以
降

の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
必
ず
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

  

児
童
手
当
支
給
対
象
者

中
学
校
卒
業
ま
で
︵
十
五
歳
の
誕
生
日

後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
︶
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
方

  

支

給

額

三

歳

未

満

一
万
五
千
円

三
歳
以
上
小
学
校
修
了
前

一
万
円

︵
第
三
子
以
降
は
一
万
五
千
円
︶

中

学

生

一
万
円

＊
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
の
所
得
が
所

得
制
限
限
度
額
以
上
の
場
合
は
、
特
例

給
付
と
し
て
月
額
一
律
五
千
円
を
支
給

し
ま
す
。

  

お
問
い
合
わ
せ
先    

住
民
課

児
童
手
当
現
況
届
は

六
月
中
に
！

児
童
手
当
現
況
届
は

六
月
中
に
！

平成
26年度

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

               

健
康
診
査
に
つ
い
て

※
生
活
習
慣
病
と
は
、
生
活
習
慣

が
発
症
原
因
に
深
く
関
わ
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
病
気
で
、

糖
尿
病
、
高
血
圧
性
疾
患
、
脂

質
異
常
症
、
虚
血
性
心
疾
患
、

そ
の
他
心
疾
患
、
く
も
膜
下
出

血
、
脳
内
出
血
、
脳
梗
塞
、
脳

動
脈
硬
化
、
そ
の
他
脳
血
管
疾

患
、
動
脈
硬
化
が
あ
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、
糖
尿
病
な

ど
の
生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
や
重

症
化
の
予
防
の
た
め
、
健
康
診
査
を

実
施
し
ま
す
。

健
康
診
査
の
対
象
と
な
る
方
に
は

﹃
健
康
診
査
受
診
券
﹄
を
お
送
り
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

○

入
院
・
施
設
な
ど
へ
入
所
さ
れ
て

い
な
い
方
ま
た
は
生
活
習
慣
病
と

診
断
さ
れ
て
い
な
い
方

平
成
二
十
六
年
八
月
︵
予
定
︶

○

左
記
以
外
の
方
で
、
平
成
二
十
六

年
四
月
以
降
、
血
液
検
査
や
尿
検

査
を
し
て
い
な
い
方

平
成
二
十
六
年
八
月
以
降
準
備

が
で
き
次
第
、
上
勝
町
住
民
課
窓

口
に
健
康
診
査
申
込
書
を
備
え
付

け
ま
す
の
で
、
受
診
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
健
康
診
査
申
込
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

○

平
成
二
十
六
年
一
月
一
日
か
ら
平

成
二
十
六
年
九
月
三
十
日
ま
で
の

間
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
さ
れ
た
方

加
入
時
期
に
応
じ
、
次
の
と
お

り
五
月
か
ら
十
月
ま
で
の
間
に
健

康
診
査
申
込
書
を
送
付
し
ま
す
。

入
院
を
さ
れ
て
い
な
い
方
ま
た
は

生
活
習
慣
病
と
診
断
さ
れ
て
い
な

い
方
で
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

広
域
連
合
事
務
局
ま
で
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。
受
診
券
を
後
日
送
付

し
ま
す
。

①
一
月
一
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま

で
の
間
に
加
入
さ
れ
た
方

五
月
︵
発
送
済
み
︶

②
四
月
一
日
か
ら
五
月
三
十
一
日
ま

で
の
間
に
加
入
さ
れ
た
方

六
月

③
六
月
一
日
か
ら
七
月
三
十
一
日
ま

で
の
間
に
加
入
さ
れ
た
方

八
月

④
八
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で

の
間
に
加
入
さ
れ
た
方

十
月

入
院
を
さ
れ
て
い
た
方
ま
た
は
生

活
習
慣
病
と
診
断
さ
れ
た
方
は
、
す

で
に
健
康
状
態
を
把
握
さ
れ
、
医
師

の
指
導
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
健
康
診
査
の
対
象
者

か
ら
除
い
て
い
ま
す
。

○

健
診
項
目

身
体
計
測
、
血
圧
測
定
、
血
液
検

査
、
尿
検
査

○

受
診
費
用

無
料

○

受
診
期
間

受
診
券
を
受
け
取
ら
れ
た
と
き
か

ら
平
成
二
十
六
年
十
二
月
末
日
ま
で

  

お
問
い
合
わ
せ
先

徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

事
務
局
事
業
課

徳
島
市
川
内
町
平
石
若
松
七
十
八
番
地
一

☎
〇
八
八
ー
六
七
七
ー
三
六
六
六

健
康
診
査
受
診
券
を

お
送
り
す
る
時
期

健
康
診
査
申
込
書
の

送
付
時
期
︵
予
定
を
含
む
︶
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町
民
の
詩
歌

町
民
の
詩
歌

「あなたの名義を貸してほしい」との電話手口に注意！

俳 
句

短 

歌

青
麦
を
ふ
ん
で
大
人
に
な
り
に
け
り
　
　
　
恵
美
子

山
仕
事
早
こ
ん
な
刻
春
の
暮
　
　
　
　
　
　
弘
　
子

青
麦
を
二
人
で
踏
み
し
遠
き
日
や
　
　
　
　
　
妙

花
び
ら
の
川
面
で
う
ず
ま
く
春
の
暮
　
　
　
詩
　
江

夕
食
も
済
み
て
明
る
い
春
の
暮
れ
　
　
　
　
玉
　
恵

尾
を
振
り
て
家
路
へ
か
け
る
春
の
暮
　
　
　
枇
　
呂

襟
足
の
か
す
か
に
白
き
お
ぼ
ろ
月
　
　
　
　
千
　
恵

伊
吹
山
よ
も
ぎ
産
地
と
伝
え
ら
れ
　
　
　
　
善
　
男

日
溜
り
で
背
中
ま
る
め
て
よ
も
ぎ
摘
む
　
　
美
代
子

う
ら
ら
か
や
庭
の
幼
子
砂
あ
そ
び
　
　
　
　
ヤ
ス
ヱ

出
世
魚
鰆
の
料
理
で
祝
い
す
る
　
　
　
　
　
恭
　
子

さ
ご
し
と
も
呼
ば
る
る
鰆
味
噌
焼
き
に
　
　
米
　
子

苔
香
る
山
犬
嶽
に
夏
の
雨
　
　
　
　
　
　
　
周
　
泉

詩

新
緑
漂
ふ
五
月
晴
盛
り
も
り
ふ
ん
わ
り

一
極
集
中
鮮
に
黄
金
の
色
極
め

ひ
と
き
は
目
立
ち
里
山
に
咲
き
誇
り
た
り

椎
の
木
の
花

信

一

二
人
き
り
な
ん
に
も
話
す
こ
と
も
な
い
ゆ
た
か
な
時
間
と
ゆ
た
か
な
沈
黙秀

策

初
々
し
く
て
ぎ
こ
ち
な
く
着
に
背
広
姿
君
の
ネ
ク
タ
イ
姿
は
ま
ぶ
し
い

茂

美

萎
び
ゆ
く
老
い
の
心
も
ふ
つ
ふ
つ
と
湧
き
出
づ
る
も
の
萌
え
た
つ
若
葉
にあ

や
子

寒
暖
の
行
き
つ
戻
り
つ
季
移
り
若
葉
か
が
や
く
初
夏
に
入
る

三

都

孫
生
ま
れ
記
念
に
植
え
し
小
手
鞠
の
花
咲
き
さ
か
り
庭
先
さ
や
か

ヨ
リ
子

わ
が
重
き
心
の
中
を
吹
き
つ
れ
て
空
青
々
と
幻
の
園

志
津
子

集
い
来
て
語
り
合
う
日
も
和
や
か
に
時
も
忘
れ
つ
短
歌
野
菊
会

恵
美
子

淡
紅
の
卵
あ
た
た
む
鳥
も
お
り
立
夏
の
前
山
う
ぐ
い
す
も
鳴
く

た
み
江

草
刈
る
を
怠
る
わ
れ
に
ハ
ー
ブ
は
赤
き
花
咲
き
伸
び
上
が
り
お
り

美
恵
子

早
口
で
さ
え
ず
る
様
な
孫
の
声
何
よ
り
一
番
良
く
効
く
く
す
り

節

子

五
月
晴
に
鎮
守
の
森
の
新
芽
映
え
我
が
庭
先
に
う
ぐ
い
す
声

通

雄

ぼ
う
ふ
ら
も
人
を
刺
す
蚊
に
な
る
ま
で
は
泥
水
す
す
り
た
だ
時
を
待
つ

米

子

第29回八百萬こいこいまつり

　町内の家庭に「徳島県内で介護施設を建てるので、あなたの名義を貸してほしい。手続き

のためご自宅にうかがわせてください。」と言ってくる不審な電話がかかっています。

　困ったときは、徳島県消費者情報センター（☎088−623−0110）や、小松島警察署生活

安全課（☎0885−32−0110）へご相談ください。　　　　　　　　　　　　企画環境課　

※徳島県金融広報委員会の助成金を利用しています。

こ

で

ま
り

し
な
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平成26.５.１現在

戸籍の窓口

上勝町は、

交通死亡事故ゼロ
2000日達成、記録更新中

グ
リ

ー
ン

情
報

か
み

か
つ

発
信

6
平

成
2
6
年

６
月

１
日

発
行
（

毎
月

１
回

発
行

）
№

5
1
9

印
刷

・
鳥

海
印

刷
㈲

こ
の

広
報

紙
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

前月比

人 口

男

女

世帯数

1,770人（△４）
846人（　０）
924人（△４）
849戸（　２）

高齢化率　51.30％

正 木

傍 示

福 原

生 実

旭

571人（△3）
309人（△1）
247人（△1）
298人（△3）
345人（　4）

254戸（　0）
146戸（△1）
128戸（　1）
145戸（　0）
176戸（　2）

６月１日㈰

６月３日㈫

６月５日㈭

６月７日㈯

６月９日㈪

６月11日㈬

６月13日㈮

６月15日㈰

６月17日㈫

６月19日㈭

６月21日㈯

６月23日㈪

６月25日㈬

６月27日㈮

６月29日㈰

７月１日㈫

平日 18時~翌朝9時　休日 19時~翌朝9時

上勝町診療所 ☎44-5010   勝浦病院 ☎42-2555

夜間救急当番表夜間救急当番表夜間救急当番表

ありがとうございました

（敬称略）

上勝町

４月の視察来町者数平成26年

件　　　　　　  名9 2 9 5

品　　名 団　　体

リンドウ苗 徳島県立小松島西高等学校勝浦校

彩保育園

品　　名 住所 氏名・団体

よ も ぎ

お 菓 子

稚鮎放流体験

正 木

正 木

松 浦 繁 男

片 山 將 夫

勝浦川漁業協同組合

勝 浦 病 院

上勝町診療所

勝 浦 病 院

勝 浦 病 院

上勝町診療所

勝 浦 病 院

勝 浦 病 院

勝 浦 病 院

上勝町診療所

勝 浦 病 院

勝 浦 病 院

上勝町診療所

勝 浦 病 院

勝 浦 病 院

勝 浦 病 院

上勝町診療所

日　　時 救急病院名

インターネット及びCATV・I P電話サービス
適用消費税率変更のお知らせ

インターネット及びCATV・I P電話サービス
適用消費税率変更のお知らせ

詳しい内容については、下記センターに問合せください。

NTTビジネスソリューションズ株式会社
四国支店 地域情報センター

0120－960－138　ＩＰ 050‐3438‐9877
受付時間　９時～17時（平日）

　平成26年４月１日からの消費税率の変更（消費税率及び地

方消費税率の引き上げにより、５％から８％へ変更）に際して、

消費税率変更分を加算するよう改めさせていただきます。

小松島警察署福原駐在所だより

①トンネル内は前照灯点灯
②運転中携帯使用は厳禁
③居眠り運転にご注意

  登山は安全第一　君子危ういときは近寄らず

①天候の急変に注意、早めの下山を
②避難時、携帯電話位置情報の活用を
③低体温症にご注意、雨具の準備を
④携帯電話の予備電池パックの用意を

  夏季における水難防止

①危険箇所の把握
　魚取り、釣りでは、転落などのおそれがある場所、水
遊びでは、水温の変化や水流の激しい場所などの危険箇
所を事前に調べる。
②的確な状況判断
　天候不良時、体調が悪いとき、飲酒したとくなど、水
難のおそれが高いときは、釣りや水遊びを行わない。
③ライフジャケットなどの活用
　釣りなどで水辺に行くときは、必ずライフジャケット
などを着用する。
④安全確保
　掲示板、標識などにより危険区域と表示された区域内
に入らない。
⑤保護者などの付き添い
　子どもの水難防止のため、保護者が付き添うなどして、
目を離さないようにする。
⑥河川における注意事項
　雲や雷、川の流れなどに注意しましょう。
　テントは、安全な場所に設置しましょう。

小松島警察署福原駐在所　☎ 46 − 0024

つつしんでご冥福をお祈りします
片山カツラ
新 田 君 子

96歳
88歳

（生実）
（福原）

さん

さん

こんにちは赤ちゃん

豊 浦 　 智
久美子 ｝彩代 （傍示）

さ よさん
さんさん


